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［目的］抗 リン 脂質抗体（aPL ）に 起 因する 異常妊娠

の 存在が 明 らか に され つ つ あ るが、その 治療法に

つ い て は まだ確定 さ れ て な い 。そ こ で 不 育症 に 対

する各種治療法を aPL 価 に よ り検討 した 。

［方法］1987年4月か ら1996年8月 まで に 当科 に て、

本人 の 同 意 の も とに治 療を行 い、妊娠帰結 の 得 ら

れた49人 の aPL 陽性 不育 症 患者 を対 象と した。治

療法と し て 、1）ア ス ピリン （ASA ）単独、2） プ レ

ドニ ゾ ロ ン （PSL ）およびASA 、3） PSL 、　 ASA お よ

び ヘ パ リン（HEP ）、4）PSL 、　 ASA お よび 免疫グ ロ

ブ リン （IG）、5）PSL、　 ASA 、　 HEP 、　 IG、の 5 つ の

方法を施行 し、 aPL 強 陽性群 と中
・
弱陽性 群 間 に

おい て各治療方法別 の 妊娠帰結を比較検討 した。

［成績］ 49人中　 aPL 強陽性 群 は 15人 、 中
・
弱陽牲

群 は 34人で あ っ た。各治療法 別で の 生 産 率 は　aPL

強陽性群、中 ・
弱陽性群 におい て それぞれ、

1）01ユ（0％），313〔100％ ）、

2）ユ！6（17％ ），21f23（91％ ）、

3）2！4（50％），515（100％）、

4）ユ〆2（50％ ），3！3（100％ ）、

52！2（100％ ），OfO 、で あ っ た。全 体で の 生 産率は、

aPL 強陽性 群 で は　 6！ユ5 （40％ ）、中 ・
弱陽性群 で

は 32！34 （94％ ） で あ り、両群 間 に お い て 有意な治

療成績 の 差を認 めた。　 （p 〈0，0005）

L結論］1． aPL 強 1場性 者で は 中
・弱陽性者よ り治

療成績 が 悪 い た め、aPL 強 陽性 者に 対 し て は 従 来

の PSL ！ASA 併用療法にIIEP とIG 療法を適時加 え る

必要性が 示 唆 され た 。2．　 aPL 中 ・弱 陽性者に 対 し

て は、PSLIASA 併用療 法 あ る い は ASA 単独投 与 に

より艮好 な治療成績 が 得 られ た。

［目的］従 来抗核抗体 は膠原病の 患者に検出され

る 自己抗体で あ っ た が 、 反復流産の 患者に検出さ

れる抗 リ ン脂質抗体 と相関があるとの報告によ り、

抗核抗体陽性の 流産患者の 取扱に つ い て 議論され

て きた。抗核抗体陽性例に つ い て プ レ ドニ ゾ ロ ン 、

ア ス ピ リン療法をするべ きで あるとする意見 もあ

るが そ の根拠は 乏 しい 。 今回、抗核抗体 が次回妊

娠帰結に影響をおよぼすか どうか検討 した。

［方法コ当科を受診 した原 因不 明 の 反復流産患者

の うち、抗 リ ン 脂質抗 体陽性例を除 く225 例に

つ い て 抗核抗体を測定 して 、 そ の後の 妊娠帰結と

の 関係を検討した 。
コ ン トロ

ール として 妊娠初期

健常妊婦740 例に つ い て も抗核抗体を測定 した 。 抗

核抗体は蛍光抗体間接法 に よ っ て 測定 した 。

［成績］225例中39例 （17．3％ ）が抗核抗体 陽性だ

っ た 。 それに対 して健常妊婦740例中33例 （4．5％）

が抗核抗体陽性だ っ た 。 反復 流産患者225例中49例

（21．8％ ）がそ の 後 の 妊娠 に お い て 流産とな っ た 。

186例の 抗核抗体陰性例の うち43例 （23．1％）、39

例の 抗核抗体 陽性例の うち6例 （15．4％）が流産で

あ っ た 。 抗核抗体陽性 、 陰性例に おい て 有意差は

認め られなか っ た 。

［結 論］抗核抗体は反復流産患者に多 く認め られ

るが 、こ の抗体の有無に よ っ て そ の後の 妊娠の 流

産率に 差は認め られな い 。従 っ て抗 リン脂質抗体

を持たな い抗核抗体陽性例につ い て は副作用を伴

うプ レ ドニ ゾ ロ ン、ア ス ピ リ ン 療法な どを行 うべ

きで はな い。
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